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壌。 ヒノキ育 種 材 料 の しゆ う集 とそ の 発 根 力 に つ い て.

宮島 寛 ・宮崎安貞 ・柳池一馬

粕屋演習林林木 育種試験地 では、将 来 ビノキの薪品種 を育成す る ことが重要 な課題 のひ とつ

に灘げ られている。そ のた めに これまでに 屯稲当な材料集植 が行 なわれて きたが、そ の上幸 い

に も昭和46年 度 に文部省科学研 究費の補助(試 験研究課題番号6窪al9)を うけ る ことが

で きたので、 これに よつ て新 品種 の膏成 に関連す る基礎 的研 究は・一層の進 展を収 めえたが、そ

れ のみな らず この ことは 紘ノキの育種材料 の しゆ う集 に も多大 の効果が あつた。 この報告 では

しゆ う集 の際調べた発根 力を中心 と して、育種材料 の しゆ う集状況 を述べ る⇔

実験方 法

材料 は、熊本県阿蘇郡 の4町 村に所在す る(1)さ し木品種 ナンゴ ウヒ② ナンゴ ウヒ実生③ ヒノ

キ実生各林 分か ら採取 した。採取林分数 は、各 グループごとに幼、 中、 壮令 林分をとつ たので

計9ヵ 所 であつた。それ らの林分 の概 況は表1に 示す通 りである。

9林 分のそれぞれ に知 いて、 まず5プnツ トを設定 し、1ブraツ ト当95個 体 ずつ を育種 材

料の母樹 と した。各 母樹 ごとに力枝 またはそ の付近 の枝数本 を採取 した。 力枝採取は1971

年8月25～29日 に行 なつて 現地 で遂次水 に浸け てfoき 、8月50Bに 本 試験地 に輸送浸水

後・9月1～28に 穂 作9し てさ し付け たoさ し穂は2ge2n内 外(大 型 さ し穂)と1pan内 外

(小 型 毒 し穂)の2種 類 をつ くつ た。 さ し穂の数は225クva一 ン、6,028本 で あつた。 さ

し床は、 プアイmsン 張 聾温室 の横蠣 壌m、 長 さ1om、 厚 窪55emの 電 熱温床 である。 この中

に大型 惑 し穂は7碗 間隔、 小型 さ し穂は5aπ 間隔 にさ し付けた。灌水は ピー ・ノズルに よる 自

動悪水 で、 水量 はさ し付当初 肇9巳 間は 壌時間 ごとに 肇5秒 、 それ以後は 肇時間半 ごとeCl9

秒 に セツ トした。

結 果

1972年5弩 中 旬にttノ キ さし穂の発根状 態 を調べた。 ヒノキの9集 団、225魑 体 か ら

得 られた さしtw.6,028本 の 発根状況は表2に 示す逓 りで ある。

この表か ら次の よ うなζ.とが判つた。

t取 扱つた ヒノキ全 体 と しては、 その発根率は約54.5%で あ つた。

乞 さ し木品種 ナ ンゴウ紘が最 も高い発根率 を示 した。す なわ ち、

ナンゴウ ヒ(57%)〉 実 生 ヒノキ(5t%)〉 ナ ンゴウヒ実生(25%)

で あつた。

蕊 母樹のGEAvと 発根 率の関係は、 ナ ンゴウ ヒでは5年 生(50%)>1壌 年 生(40%)〉
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表2ttノ キ 育種 材 料 の 発 根 状 況

57年 生(56%)>56年 生(27%)と 高 令化に したがつて発根力が弱まる負の相関

が認 められた。 この傾向は実生 ヒノキ で もほ 讐同様 なことがいえ る。5年 生の実生 ヒノキ

が極 めて 良好 な発根率 を示 した ことは興味深 い。 これ に対 して、 と くにナンゴウ ヒ実生 ヒ

ノキ(10年 生)が 樹令の割 に発根 しに くかつた ことは、 別の興味 をひ くものが ある。

4.大 型 さ し穂は全体 と して2Z5%の 発 根率 であつたが、 これ に対 して小型 さ し穂は40.9

%と 高 く、 小型 さ し穂は大型 に比べて約1.5倍 ほ どよい発根 をした。

育種材料



しゆ う集 された育種材料は、 クロー ン別 に示す とつ ぎの表5の とおり で ある。面 白いのはそ

のなかに 密然突 然変異体が あり、そ の増 殖に成功 したgこ れはいわゆる垂櫛型 の もので49本

さ し付け て21本 が発根 した。 今後その遺 伝 ・育種学 的な活用面について検 討 してい 嚢たい。

表5昭 和46年 度にしゆ う集 した ヒノキ育種材料
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クローン番号 さ し付本数 発 根 本 数 クローン番号 さ し付本数 発 根 本 数

6458125264

64485131245

6514152508

65261559

65551546

65512・1155297

65666151}256

711861524017

712206155286i

7151541572618

H714149212115

・!

7151872145i

…

7211222t5 115i
722155216i6: ll

lll
t

;725164217,91

iほ
7244221;51

11

7252・8222{9㌧

75251i22415 1}
;

735272225i6:

73417522718
;

75585251'7 ロ
111268!23210[

11219423416

1131052566

211526923711

117221724116
1212882443

12210524552

,125251124611

12444182478

-95一



一94-・



一95一



一96一



一97一



2.鹿 児島 県屋久島 のヤ クスギ天然林 およひ三重 県尾鷲 のオ ワセスギ天然 林

か らの育種 材料 の しゆ う集 につい て

宮崎安貞 ・柳池一馬 ・長沢久視

ヤクス ギは、 暖帯系ス ギの最大の根源地で あ り、 現存する唯一の遺伝子の宝庫で ある(佐 藤、

井上、1961)と い われて いる・ ヤクス ギ天然林 はいろいろな形態 をもつた混系群 でたいへ

ん変 異の魑 の広 いもの であ9、 と くに九州在来品種 のなか には、 ヤクス ギとの深 い関係が うか

が われる ものが少 な くなhよ うである。粕屋演習林林木育種試験地 では、 昭和46年 度文部省

科学研究 費の綜合研究A.岐 阜大学有 田斑の分担研究 の一環 として、 表題の ヤクス ギ、 オ ワセ

ス ギの他 アキタスギ天然林 か らそれぞれ材料の しゆ う集 を行 なつた。 この うちアキ タス ギは全


